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環境配慮の検討状況
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２０１０年５月１６日

トヨタ自動車株式会社

１．事業計画の背景

エネルギー

資源

環境 安全

商品魅力

サステイナブル社会 安全・安心社会 心豊かな社会

環境性能・安全性能などの一層の向上が
これからのクルマ作りにとって大変重要

環境性能・安全性能などの一層の向上が
これからのクルマ作りにとって大変重要

低燃費対応

石油枯渇⇒代替燃料化

２．これからの自動車に求められる性能（環境）

世の中の流れに合せた環境性能の高いクルマ

ハイブリッド技術（ひとつのコア技術）

車両の安全システムととも
に、将来的には、路車間と
の協調、車車間の協調を図
り、「事故を起こさないクル
マ」の実現を目指す。

+

事故発生時の被
害の軽減を図り、
死傷者の最小化を
目指す。

２．これからの自動車に求められる性能（安全）
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３．車両開発における多種多様なニーズ
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３．車両開発における多種多様なニーズ

・多種多様なお客様のニーズにお答えするために、
数千項目におよぶ試験評価が必要
・さらに、各国の規制強化や販売する国の拡大により、
基本部分に関わる試験評価数が年々増大

・多種多様なお客様のニーズにお答えするために、
数千項目におよぶ試験評価が必要
・さらに、各国の規制強化や販売する国の拡大により、
基本部分に関わる試験評価数が年々増大

４．燃費規制の動向

車両開発を取巻く規制動向は厳しさを増し、
燃費性能に優れるクルマの開発が必要

車両開発を取巻く規制動向は厳しさを増し、
燃費性能に優れるクルマの開発が必要

全車平均燃費に対する規制値推移（含予測）
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５．トヨタの研究開発施設（グローバル）

環境性能・安全性能および基本部分（エンジン等のユニット）
などの重要な開発は高い技術力と高度な設備も多数必要。

⇒ コア技術開発は日本で実施

環境性能・安全性能および基本部分（エンジン等のユニット）
などの重要な開発は高い技術力と高度な設備も多数必要。

⇒ コア技術開発は日本で実施

◆コア技術開発
・先端・先行の新技術開発

・ベース車両、ユニットの製品開発

・欧州専用車の開発

・アジア専用車の開発

・北米専用車の開発



５．トヨタの研究開発施設（国内）

＜ 特殊試験 ＞
寒冷地試験
超高速試験

＜先端・先行開発＞
将来のクルマに活かせる
新しい材料や機構などの研究

＜ 製品開発 ＞
お客様にお届けする
クルマの開発

本社地区 ： お客様へお届けするクルマの開発

＜ 研究・開発業務の流れ ＞

６．トヨタの新研究開発施設の位置づけ <１、２>

試験評価⇔対策設計を
繰り返し行い、
品質を向上させる
ことが重要

テストコース
および
周辺施設
各種実験棟

①①燃費等の環境性能向上対応燃費等の環境性能向上対応

②②予防安全等の技術開発対応予防安全等の技術開発対応

③③試験ボリューム増対応試験ボリューム増対応

本社 ﾃｸﾆｶﾙｾﾝﾀｰ

デザイン

設 計

試 作

対策設計

エンジン等
の試験

試作車の
試験

完成車の生産（各工場）

課題

現状

新研究開発施設

本社地区 ： お客様へお届けするクルマの開発

＜ 研究・開発業務の流れ ＞

６．トヨタの新研究開発施設の位置づけ <３>

本社地区

本社
ﾃｸﾆｶﾙｾﾝﾀｰ

新研究開発施設

距離；約15km
時間；約30分

試験評価⇔対策設計を
繰り返し行い、
品質を向上させる
ことが重要

テストコース
および
周辺施設

本社 ﾃｸﾆｶﾙｾﾝﾀｰ

デザイン

設 計

試 作

対策設計

エンジン等
の試験

試作車の
試験

完成車の生産（各工場）

現場確認作業
や対策検討

（テストコースと周辺施設の一体化の必要性）

７．新研究開発施設に必要な主な機能

それぞれの作業・測定が密接に関わり一体で評価できる
各種のテストコース＋実験棟、車両整備場＋事務棟
それぞれの作業・測定が密接に関わり一体で評価できるそれぞれの作業・測定が密接に関わり一体で評価できる
各種の各種のテストコーステストコース＋実験棟＋実験棟、車両整備場＋、車両整備場＋事務事務棟棟

データ解析

実車走行試験

部品組換え

事務棟

テストコース

車両整備場

実験棟

室内での試験
（振動測定等）



現場確認作業
や対策検討

（テストコースと周辺施設の一体化の必要性）

７．新研究開発施設に必要な主な機能

それぞれの作業・測定が密接に関わり一体で評価できる
各種のテストコース＋実験棟、車両整備場＋事務棟
それぞれの作業・測定が密接に関わり一体で評価できるそれぞれの作業・測定が密接に関わり一体で評価できる
各種の各種のテストコーステストコース＋実験棟＋実験棟、車両整備場＋、車両整備場＋事務事務棟棟

データ解析

実車走行試験

部品組換え

事務棟

テストコース

車両整備場

実験棟

室内での試験
（振動測定等）

地形条件：地形条件： 標高５００標高５００mm以下以下

気象気象条件条件：： 自然風の影響少自然風の影響少 （平均風速（平均風速3m/3m/ss以下）以下）

機密機密条件条件：： 周辺から開発車両が見えない事周辺から開発車両が見えない事
（車両デザインは最重要機密の一つ）

凡 例

研究開発施設用地

通路用地

造成緑地

残置森林など

トンネル

橋 梁

谷津田
谷津田

NN

（平成21年10月版）

８．土地利用構想図（東側エリア）

９．土地利用構想図（西側エリア）

凡 例

研究開発施設用地

通路用地

造成緑地

残置森林など

トンネル

橋 梁

（平成21年10月版）

谷津田

谷津田

NN

蕪木川

１０．新研究開発施設のコンセプト

①① ②② ③③

トヨタ基本理念トヨタ基本理念

トヨタ生物多様性
ガイドライン

トヨタ生物多様性
ガイドライン

トヨタ地球環境憲章トヨタ地球環境憲章



１１．環境配慮に関する検討経緯

・改変面積の縮小
（約４１０ｈａ ⇒ 約２７０ｈａ）

・希少種の生息域を避けた計画
（約３９０ｈａの森林・谷津田の保全)

・面の開発 ⇒ 線の開発

・改変面積の縮小
（約４１０ｈａ ⇒ 約２７０ｈａ）

・希少種の生息域を避けた計画
（約３９０ｈａの森林・谷津田の保全)

・面の開発 ⇒ 線の開発

・トンネル・橋梁化による地形の保全
・近自然工法による尾根・谷筋の保全

・トンネル・橋梁化による地形の保全
・近自然工法による尾根・谷筋の保全

・希少種の生息環境の創出
・不健全人工林の間伐、広葉樹林化
・環境保全型農法
・放棄田の復田

・希少種の生息環境の創出
・不健全人工林の間伐、広葉樹林化
・環境保全型農法
・放棄田の復田

① 回 避

② 低 減

③ 代 償

１２．施設計画の大幅な見直し

・希少種の生息環境の
改変を極力回避

・研究開発棟の上部の活用
駐車場の立体化など
土地の高度利用

・施設や構内道路の一体化
による造成法面のスリム化

・コース数の削減 （14→11）

・希少種の生息環境の
改変を極力回避

・研究開発棟の上部の活用
駐車場の立体化など
土地の高度利用

・施設や構内道路の一体化
による造成法面のスリム化

・コース数の削減 （14→11）

（平成21年10月版)

（平成19年7月版)

（平成20年9月版）

改変面積：約改変面積：約410ha410ha

改変面積：約改変面積：約280ha280ha

改変面積：約改変面積：約270270haha

①回避

・約３９０haの森林・谷津田を保全（計画地の約５９％）
・約８５haを緑化（計画地の約１３％）

土地利用構成

テストコース
研究施設等
１８５ha

造成緑地
（郷土種子活用等）

８５ha

保全森林・谷津田
３９０ha

全体
約６６０ha

１３．保全エリアの確保 ①回避

○近自然工法による尾根・谷筋保全、調整池を利用した水辺環境創出

自然環境、生息環境に配慮した計画

１４．造成計画における配慮

○ トンネル・橋梁化による地形の保全

調整池イメージ

②低減



１５．希少種保全に関する取組み <１>

例１．サシバ

１） 調査により把握された生息環境

・営巣木：アカマツ

・餌生物：カエル類やヘビ類（水田等）

ヤママユガ（落葉広葉樹林）

２）対策案

・営巣環境の整備・維持

アカマツを含む針広混交林の保全

・餌場環境の維持向上

環境保全型農法

落葉広葉樹林の維持・保全

③代償

例２．ホトケドジョウ

１） 調査により把握された生息環境
・流れの緩やかな水域に繁殖
（水田内水路など）
・水田、水路間を移動

２） 対策案
・水田内水路の創出・維持
・水田、水路の間の
連続性の確保・改善

１５．希少種保全に関する取組み <２> ③代償

適切な森林整備による
水土保全機能、生物多様性等の向上

１６．森林環境保全に関する取組み <１>

小面積皆伐等により

落葉広葉樹林

へ誘導

二

次

林

人

工

林

長期的な誘導区分

水土保全

生物多様性
自然遷移

生物多様性

（重要種保全）

生産活用

小面積皆伐等で更新

水土保全

生物多様性

（重要種保全）

強度間伐により、

天然の広葉樹の

発生を促進

水土保全

生物多様性

生産活用

不良木を伐採

中程度の間伐

期待する機能当面の整備内容現 状

不健全林

健全林

自然遷移が進行する二次林

希少種の生息適地

ｽｷﾞ・ﾋﾉｷと
広葉樹が混生

老齢段階の人工林

若齢二次林
（薪炭林）

ｻｼﾊﾞ
ﾊﾁｸﾏ
ﾐｿﾞｺﾞｲ
生息地

針広混交林化

落葉広葉樹林化

常緑広葉樹林

その他エリア

③代償

適切な間伐の実施

間伐後間伐前

１６．森林環境保全に関する取組み <２> ③代償



水田内水路 復田後

環境保全型農法、放棄された水田の復旧

復田前

１７．谷津田環境保全に関する取組み

試行状況

③代償

１８．施設供用後の環境配慮

・モニタリングによる効果確認と取組みの再検討

・環境学習施設の運営

・環境活動に関する情報の発信

１９．今後の検討課題

・ミゾゴイ配慮を盛込んだ一層の環境配慮検討

・地域と連携した里山保全活動のあり方検討など

２０．２０．地域協働と貢献地域協働と貢献

・森林・谷津田の管理・森林・谷津田の管理

・伝統的風土、文化の継承・伝統的風土、文化の継承

・雇用創出・雇用創出

・地産地消・地産地消 などなど

地域地域 トヨタトヨタ

サステイナブルな
人と社会への貢献活動


